
 

学校図書館も新年度スタート！  

 新学期が始まって２週間が過ぎました。小郡小では、今週から図書の貸し出しを開始し、待

ちに待っていた子どもたちがさっそく訪れ、すてきな本と出会っています。今年度もたくさん

の本を読み、心を豊かにしてほしいと思います。  
  

ようこそ小郡小図書室へ！  

○図書室の位置  

北校舎と南校舎の間の中校舎２階 

○図書室の開館時間 

７：５０ごろ～６時間目終了まで  

 

 毎月２３日は親子読書の日  

  ４月２３日は「子ども読書の日」です。国民の間に広く子どもの読書活動につ

いての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高め

るために設けられたものです。そこで小郡小学校でも、読書活動をより活発なもの

にするために毎月２３日前後を親子読書に取り組む日として設定しました。  

 

 親子読書とは 
 親子読書とは、家族で同じ時間や空間で読書をすることです。同じ時間、同じ空間を家族で

共有し、読んだ本について話すことで、家族でのコミュニケーションが増えるのではないでし

ょうか。また、家で読書をするきっかけづくりにもなるのではないかと考えています。  

 

  

 

 

 
 

 

～ 春 の 小 郡 小 読 書 週 間 ～ 

 

 

 

 

 

 
 

 

☆ご紹介 

今年度の図書館指導員の先生は、山本裕恵

先生です。本校には主に月・金曜日に来校し

ます。話題の本や意外に知らなかった本など

いろいろな本を紹介してくださいます。 

山口市立小郡小学校 

 

Ｈ３０．４．２３ 

★チャレンジタイムをブックタイムに！ 

 ４月２３日（月）、２４日（火）の２日間、朝学の時間に読書をします。１年生には、２３日

に図書ボランティアの方が絵本の読み聞かせをしてくださいます。読書週間が終わっても、毎週月

曜日には昨年同様、朝読書をします。  

★家庭でも読書にチャレンジ！  

  ４月２３日（月）～４月２９日（日）の１週間に取り組んだ親子読書を「親子読書カード」に

記録します。 

 昨年度の子どもたちからも、保護者の方からも読書週間について好評をいただきました。 

 今年度も引き続き、ご家庭でも読書の機会をつくっていただきますようご協力をお願いします。 

 本は１日 1 冊読み切ることができない場合は、少しずつ読み進めても構いません。短い時間で

も読書に親しむ時間をとっていただければと思います。  

〈親子読書の方法の例〉 
① 家族から子どもへの読み聞かせをする 
② 子どもから家族へ読み聞かせをする。 
③ 家族でそれぞれ好きな本を一緒に読む。 
④ 読んだ本のことを家族で語り合う。  

〈親子読書のよさ〉 
○ 家庭での過ごし方を見直すことができる。 
○ テレビの見過ぎ、ゲームのし過ぎに気を配るよ

うになる。 
○ 親子のコミュニケーションの場が確保できる。 
○ 読書を習慣化できる。 
○ 親が子に、生き方などを教える機会ができる。 
 


